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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

子
育
て
環
境
の
向
上
へ
の
取
り
組
み

質　

能
代
市
で
は
、
子
供
を
産
み
育
て
て
い
く
環
境
の
向
上

を
図
る
た
め
に
多
く
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
が
、
父
子
健
康
手
帳
の
現
状
と
今
後
の
考
え
は
。

答　

本
市
に
お
け
る
父
子
健
康
手
帳
は
、
平
成
23
年
度
に
県

が
各
市
町
村
窓
口
で
配
付
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
26
年
度

か
ら
は
市
の
単
独
事
業
と
し
て
、
育
児
を
楽
し
み
、
積
極
的

に
子
育
て
に
か
か
わ
る
父
親
を
ふ
や
す
た
め
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
母
子
手
帳
と
の
同
時
配
付
、
担
当
課
窓
口

へ
の
設
置
の
ほ
か
、
今
後
は
能
代
市
へ
転
入
し
た
子
育
て
世

帯
に
配
付
案
内
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
に
周
知
に
努
め
た
い
。

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

質　

防
災
活
動
の
担
い
手
と
な
る
消
防
団
員
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
る
中
、
職
場
単
位
や
18
歳
以
上
の
学
生
の
加

入
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
女
性
消
防
団
員
を
含
め
た
消
防
団
員

の
加
入
促
進
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答　

市
で
は
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
及
び
報
償
金
支

給
制
度
等
を
導
入
し
て
い
る
ほ
か
、
災
害
活
動
に
必
要
な
装

備
の
拡
充
、
福
利
厚
生
制
度
の
周
知
、
広
報
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
各
分
団
で
の
地
元
住
民
へ
の
勧
誘
活

動
等
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加

え
、
女
性
消
防
団
員
や
学
生
等
を
対
象
と
し
た
機
能
別
団
員

の
加
入
促
進
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
次
期
市
長
選
挙

○
平
成
30
年
度
当
初
予
算
編
成

○
防
災
士
養
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

平
政
・
公
明
党

渡 

邊　

正 

人

介
護
保
険
制
度

質　

国
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
「
自
立
支
援
」
重
視
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
改
善
の
難
し
い
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

は
な
い
か
。
ま
た
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
「
社
会
福
祉
法

人
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
制
度
事
業
」
の
実
施
状
況
は
。

答　

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎

え
る
２
０
２
５
年
以
降
の
人
口
構
造
の
変
化
を
見
据
え
、
全

国
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
本
市
で
も

や
む
を
得
な
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
低
所
得
で

生
計
が
困
難
で
あ
る
利
用
者
等
に
つ
い
て
、
国
の
要
綱
に
基

づ
き
利
用
者
の
負
担
軽
減
措
置
を
実
施
し
て
い
る
が
、
11
月

末
現
在
、
制
度
利
用
し
て
い
る
市
内
の
方
は
い
な
い
。

災
害
の
対
応
力
（
避
難
所
対
応
）

質　

多
発
す
る
災
害
に
ど
う
対
応
す
る
か
の
研
修
で
、
避
難

所
機
能
を
考
慮
し
た
環
境
整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
、
ひ
と
り
用
シ
ャ
ワ
ー

ブ
ー
ス
、
誰
で
も
使
え
る
ト
イ
レ
な
ど
の
設
置
の
検
討
を
。

答　

大
規
模
災
害
発
生
時
で
あ
っ
て
も
、
授
業
再
開
の
た

め
普
通
教
室
が
長
期
間
に
わ
た
り
避
難
所
と
な
る
こ
と
は
少

な
い
と
考
え
て
お
り
、
災
害
時
の
一
時
的
な
使
用
の
た
め
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
シ
ャ
ワ
ー

ブ
ー
ス
等
に
つ
い
て
は
、
他
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
に
配
慮
し
た
避
難
所
対
応
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
動
向

○
人
権
教
育
の
推
進

○
学
校
給
食
の
無
償
化

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）

求
人
状
況
や
企
業
の
声
か
ら
雇
用
情
勢
の
認
識
は

質　

有
効
求
人
倍
率
が
過
去
最
高
の
１
・
７
０
倍
と
な
っ
て

い
る
。
各
事
業
所
か
ら
は
人
材
確
保
が
厳
し
い
と
の
声
が
上

が
る
中
、
当
市
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

答　

求
人
・
求
職
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス

業
が
３
・
６
７
倍
、
専
門
的
・
技
術
的
職
業
が
２
・
８
０
倍
と

高
い
倍
率
の
一
方
、
事
務
的
職
業
が
０
・
４
３
倍
と
著
し
く

低
い
水
準
に
あ
り
、
求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て

い
る
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
効
果

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
県
、
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
元
就
職
へ
の
市
民
の
理
解
を
ど
う
醸
成
す
る
か

質　

人
材
を
確
保
す
る
上
で
、
ま
ず
は
市
民
自
身
が
地
域
企

業
を
知
り
可
能
性
を
理
解
し
、
そ
れ
に
支
援
協
力
す
る
風
土

が
必
要
で
は
な
い
か
。
い
か
に
市
民
の
理
解
を
醸
成
さ
せ
て

い
く
の
か
。

答　

市
で
は
、
地
元
企
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
市
内
企
業
Ｐ

Ｒ
事
業
の
中
で
市
内
企
業
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、

冊
子
等
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
高
校
生
・
保
護
者
・
教
諭

等
を
対
象
と
し
た
市
内
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
を
支
え
る
人

材
が
、
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
地
元
で
活
躍
で
き

る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
若
年
転
出
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は

○
外
国
人
労
働
者
と
事
業
主
の
支
援
窓
口
を

○
未
就
労
障
が
い
者
の
実
態
と
自
立
へ
の
課
題

菊 

地　

時 

子

希
望

佐 

藤　

智 

一


